
67 「義」の想い つなげ未来へ―。戊辰１５０周年。

戊
辰
か
ら
百
五
十
年
の
歩
み

厳
し
い
運
命
に
立
ち
向
か
っ
た
先
人
た
ち

戊
辰
の
歴
史
と
と
も
に

新
し
い
時
代
を
切
り
開
く

幕
末
の
動
乱
の
中
で
も
会
津
藩
は「
義
」を
貫
き
、

戊
辰
戦
争
後
も
長
ら
く
苦
難
の
道
を
た
ど
る
事

と
な
っ
た
が
、先
人
た
ち
は
新
し
い
未
来
を
想
像

す
る
た
め
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
情
熱
を
注
い
だ
。

年  表15
90

16
43

16
68

18
64

18
66

18
67

天
正

18

寛
永

20

寛
文

8

元
治

元

慶
応

2

慶
応

3

【
江
戸
・
幕
末
期
ま
で
の
歩
み
】

蒲
生
氏
郷
、会
津
に
入
封
し
黒
川
の
地
を﹁
若
松
﹂と
定
め
る
。

保
科
正
之
が
最
上︵
山
形
︶か
ら

転
封
。会
津
四
郡
二
十
三
万
石

を
領
し
、南
山
五
万
五
千
石
余
の

幕
府
領
を
預
か
る
。

保
科
正
之
が﹁
家
訓
十
五
箇

条
﹂を
定
め
る
。

七
月
十
九
日
、御
所
の
蛤
門

を
中
心
に
し
た
戦
い
に
よ
り

会
津
藩
は
長
州
藩
を
敗
走

さ
せ
る︵
禁
門
の
変
︶。長
州

征
討
の
詔
。

十
二
月
五
日
、徳
川
慶
喜
が

第
十
五
代
将
軍
に
就
任

同
二
十
五
日
、孝
明
天
皇
が

崩
御
。

十
月
十
四
日
、大
政
奉
還

十
二
月
九
日
、王
政
復
古
の

大
号
令
。

禁
門
の
変
図
屏
風

保
科
正
之

家
訓

18
52

18
68

嘉
永

5
慶

応
4

明
治

元

松
平
容
保
、　

会
津
藩
第
九
代

藩
主
に
就
任
。

18
53

嘉
永
6

ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
、浦
賀
に
来
航
す
る
。

一月
三
日
、鳥
羽・伏
見
の
戦
い
。幕
府
側
が
敗
れ
、戊
辰
戦
争

へ
と
発
展
す
る
。

一月
十
七
日
、仙
台
藩
に
会
津
征
討
の
朝
命
下
る
。

二
月
、松
平
容
保
が
家
督
を
喜
徳
に
譲
り
、恭
順
の
意
を
表

す
。会
津
に
帰
国
し
て
謹
慎
す
る

三
月
、会
津
藩
が
新
た
な
軍
制
改
革
を
敷
く

四
月
十
一日
、江
戸
開
城

閏
四
月
十
一日
、奥
羽
諸
藩
が
白
石
城
で
会
議
を
開
き
、会

津
藩
へ
の
寛
大
な
処
分
を
求
め
る
嘆
願
書
を
提
出
す
る
も

却
下
さ
れ
る
。

閏
四
月
～
五
月
、白
河
口
を
め
ぐ
り
新
政
府
軍
と
会
津
藩
、

奥
羽
諸
藩
が
激
し
い
攻
防
戦

五
月
三
日
、奥
羽
列
藩
同
盟
を
締
結︵
後
に
奥
羽
越
列
藩
同

盟
に
発
展
す
る
︶

八
月
二
十
一日
、新
政
府
軍
が
母
成
峠
を
破
り
会
津
城
下
へ一

気
に
攻
め
込
む
。会
津
藩
、同
二
十
三
日
か
ら
鶴
个
城
に
た
て

籠
り
一カ
月
に
お
よ
ぶ
籠
城
戦

九
月
二
十
二
日
、会
津
藩
が
降
伏
開
城
。会
津
藩
の
戦
死
者

は
約
三
千
人
。松
平
容
保
父
子
は
妙
国
寺
に
入
り
謹
慎
。藩

士
も
猪
苗
代
、塩
川
に
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
る
。

18
62

文
久

2

閏
八
月
、松
平
容
保
が
京
都
守
護
職

に
任
じ
ら
れ
る
。

十
二
月
、約
千
人
の
藩
士
を
率
い
て
京

都
に
入
る
。

18
63

文
久

3

一
月
、松
平
容
保
初
め
て
参
内
し
、孝

明
天
皇
に
拝
謁
。会
津
藩
は
唐
門
、蛤

門
を
守
る
。

八
月
十
八
日
、会
津
藩
と
薩
摩
藩
が

朝
廷
か
ら
尊
攘
派
を
一
掃
す
る︵
会
薩

同
盟
、八・一八
の
政
変
︶

十
月
九
日
、孝
明
天
皇
よ
り
松
平
容

保
に
辰
翰
と
御
製
を
下
賜
さ
れ
る
。

松
平
容
保

御
製
と
御
宸
翰
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【
明
治
期
の
歩
み
】

九
月
八
日
、明
治
と
改
元
。

十
月
一日
、若
松
に
民
政
局
設
置
。

十
二
月
七
日
、松
平
容
保
は
死
一
等
を
減
じ
ら
れ
、鳥
取
藩

池
田
家
に
永え

い
あ
ず預
け
と
な
る
。会
津
領
二
十
八
万
石
は
没
収

さ
れ
る
。

一
月
六
日
、猪
苗
代
と
塩
川
に
謹
慎
の
旧
藩
士
が
東
京
、

越
後
高
田︵
上
越
市
︶へ
送
ら
れ
る
。

二
月
～
三
月
、戊
辰
戦
争
戦
死
者
の
改
葬
始
ま
る
。阿
弥

陀
寺
に一二
八一体
、長
命
寺
一四
五
体
。七
月
～
八
月
に
両

寺
で
施
餓
鬼
供
養
。

五
月
四
日
、民
政
局
を
廃
し
若
松
県
が
設
置
さ
れ
る

五
月
十
八
日
、旧
幕
府
軍
の
五
稜
郭
が
開
城
、戊
辰
戦
争

終
わ
る

五
月
、会
津
戦
争
の
責
任
を
負
い
、旧
家
老
萱
野
権
兵
衛

長
修
が
飯
野
藩
保
科
邸
で
切
腹
す
る
。

七
月
、新
政
府
軍
の
戦
死
者
招
魂
祭︵
融
通
寺
︶。

十
一
月
、松
平
容
大
に
家
名
再
興
が
許
さ
れ
、斗
南
藩

三
万
石
に
移
封
と
な
る
。

18
76

明
治

9

八
月
二
十
一日
、若
松
県
、磐
前
県
、福
島
県
が
統
合
し﹁
福

島
県
﹂と
な
る
。

18
82

明
治

15

県
令
三
島
通
庸
、会
津
三
方
道
路
の
開
削
に
着
手
す
る
。

18
88

明
治

21

七
月
十
五
日
、磐
梯
山
大
噴
火

18
84

明
治

17

十
月
十
三
日
、飯
盛
山
で
白
虎
隊
士
十
七
回
忌
辰
祭
。佐

原
盛
純
の﹁
白
虎
隊
剣
舞
﹂奉
納
さ
れ
る
。

18
89

明
治

22

四
月
、町
村
制
の
施
行
に
よ
り
福
島
県
北
会
津
郡
若
松
町

と
な
る
。若
松
大
町
堅
町
な
ど
八
十
三
町
と
日
吉
村
、年

貢
村
の
各
一
部
を
編
入
。町
を
運
営
す
る
た
め
町
長
と
町

会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

初
代
町
長
に
倉
田
作
十
郎

18
90

明
治

23

飯
盛
山
の
白
虎
隊
墓
域
を

拡
張
、十
九
士
銘
々
の
墓
が

建
立
さ
れ
る

十
二
月
三
日
、旧
藩
主
松
平

容
保
が
死
没

白
虎
隊
十
九
士
の
墓

18
74

明
治

7

七
月
、鶴
个
城
天
守
閣

そ
の
他
の
建
物
が
取

り
壊
さ
れ
る
。

19
00

明
治

33

九
月
十
六
日
、戊
辰
殉
難
三
十
三
回
忌
法
要
。

19
02

明
治

35

九
月
二
十
八
日
、会
津
に
大
暴
風
雨
と
大
洪
水
。　　
　

死
者
一〇
二
人
、全
壊
七
五
八
戸
を
数
え
る
。

18
99

明
治

32
四
月
一日
、若
松
市
制
を

施
行
、県
内
で
最
初
の
市

と
な
る
。

初
代
市
長
に
秋
山
清
八

七
月
十
五
日
、岩
越
鉄
道

の
山
潟︵
郡
山
︶︱
若
松

間
が
開
通
す
る
。

18
70

明
治

3

一
月
、謹
慎
中
の
会
津

藩
士
、許
さ
れ
て
自
由

の
身
と
な
る

四
月
～
十
月
、旧
会
津

藩
士
約
一
万
七
千
三
百

人
が
斗
南
藩
へ
移
住
を

始
め
る
。

18
71

明
治

4

七
月
十
四
日
、廃
藩

置
県
の
布
告
。県
内
は

後
に
若
松
県
、二
本
松

県
、平
県
の
三
県
が
置

か
れ
る

旧
会
津
藩
士
が
移
住

し
た
斗
南
藩
も
消
滅

し
、弘
前
県
や
青
森
県

に
編
入
す
る

19
04

明
治

37

岩
越
鉄
道
、若
松
︱
喜
多
方
間
が
開
通

市
立
会
津
図
書
館
が
開
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
日
本
で
最
初
の
市
立
図
書
館
と
な
る
︶

日
露
戦
争
始
ま
る
。

18
94

明
治
27

日
清
戦
争

斗
南
藩
に
向
か
う
会
津
藩
士
一
行
の
図

明
治
初
期
破
却
前
の
鶴
ヶ
城
天
守
閣

市
制
施
行
後
、
初
の
市
長
に
秋
山
清
八

18
68

18
69

明
治

2

慶
応

4
明

治
元
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【
大
正
・
昭
和
期
の
歩
み
】

19
16

大
正

5

十
二
月
二
十
五
日
、市
が
会
津
松
平
家
か
ら
鶴
个
城
趾
を

譲
り
受
け
る

19
29

昭
和

4

四
月
一日
、市
の
上
水
道
給
水

始
ま
る
。

19
32

昭
和

7

十
月
十
九
日
、会
津
松
平
氏

庭
園︵
御
薬
園
︶が
国
の
名
勝

に
指
定
。

19
18

大
正

7

八
月
十
五
日
、若
松
で
も
米
騒
動
起
き
る
。

19
21

大
正

10

十
月
九
日
、市
の
物
産
陳
列
館
お
よ
び
若
松
公
会
堂
が
完
成

19
23

大
正

12

五
月
二
十
三
日
、市
制
施
行
二
十
五
周
年
を
祝
う

19
14

大
正

3

第
一次
世
界
大
戦
始
ま
る

十
一月
一日
、岩
越
線
の
郡
山
︱
新
津
間
が
全
通
。

19
34

昭
和

9

十
二
月
二
十
七
日
、会
津
線

若
松
︱
田
島
間
が
全
通

十
二
月
二
十
八
日
、若
松
城
跡

︵
鶴
个
城
址
︶が
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
る
。

19
37

昭
和

12

四
月
一日
、若
松
市
と
町
北
村

の一部
が
合
併

七
月
三
十
一日
、若
松
市
庁
舎

が
新
築
落
成

日
中
戦
争
ぼ
っ
発

十
月
十
一日
～
十
三
日
、鶴
个

城
本
丸
跡
な
ど
で
戊
辰
戦
役

七
十
年
祭

19
17

大
正

6

三
月
二
十
九
日
、戊
辰
戦
争
殉
難
者
を
弔
う
財
団
法
人
会

津
弔
霊
義
会
が
内
務
大
臣
よ
り
認
可
さ
れ
る
。

六
月
九
日
、旧
藩
主
の
故
松
平
容
保
と
容
大
、院
内
の
松

平
家
御
廟
へ
改
葬
さ
れ
る

八
月
二
十
三
日
、戊
辰
五
十
年
祭
が
旧
城
本
丸
で
開
催
さ

れ
る
。

御
薬
園

若
松
市
庁
舎

19
25

大
正

14

十
一
月
二
十
二
日
、飯
盛
山
白
虎
隊
墓
域
拡
張
事
業
に
着

手
す
る︵
翌
年
五
月
二
十
八
日
に
落
成
式
︶

19
46

昭
和

21

十
一月
、神
明
通
り
が
開
通
。

19
26

大
正

15

十
月
十
五
日
、会
津
線
若
松
︱
坂
下
間
が
開
通
。

19
47

昭
和

22

二
月
、会
津
若
松
商
工
会

議
所
が
設
立
認
可

九
月
、戊
辰
殉
難
者
追
悼

八
十
年
祭︵
阿
弥
陀
寺
、

飯
盛
山
︶。飯
盛
山
で
奉

納
の
白
虎
隊
剣
舞
は
昭
和

二
十
一
年
以
降
～
二
十
八

年
ま
で
休
止
す
る
。

19
28

昭
和

3

九
月
二
十
八
日
、秩
父
宮

雍
仁
殿
下
と
松
平
勢
津

子
さ
ま
御
成
婚
。三
日

間
、会
津
あ
げ
て﹁
提
灯

行
列
﹂な
ど
で
祝
う

十
二
月
一日
、飯
盛
山
に
イ

タ
リ
ア
か
ら
ロ
ー
マ
記
念

碑
が
寄
贈
さ
れ
除
幕
式

を
行
う
。

19
27

昭
和

2

四
月
二
十
六
日
、市
章
を
制
定
す
る
。会

津
藩
の
旗
印
、﹁
會
﹂の
文
字
を
デ
ザ
イ

ン
化
し
た

十
一
月
一日
、会
津
線
の
西
若
松
︱
上
三

寄
間
開
通
。

19
49

昭
和

24

五
月
、市
制
施
行
五
十
周
年
を
祝
う
。

19
50

昭
和

25

四
月
、旧
城
跡
に
県
営
会
津
競
輪
場
が
開
設
さ
れ
る
。

19
39

昭
和
14

九
月
、第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
。

19
41

昭
和
16

十
二
月
八
日
、真
珠
湾
攻
撃
。日
本
が
米
英
と
開
戦
。

19
45

昭
和
20

八
月
十
五
日
、終
戦
を
迎
え
る
。

当
時
の
神
明
通
り
の
様
子

松
平
恒
雄
氏
と
勢
津
子
様

会
津
若
松
市
の
市
章
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19
51

昭
和

26

四
月
、町
北
村
を
合
併

19
52

昭
和

27

十
月
、第
七
回
国
民
体
育
大
会
開
催︵
柔
道
、軟
式
庭
球
︶

19
53

昭
和

28

十
月
、若
松
市
初
の
統
一
祭﹁
会
津
ま
つ
り
﹂ス
タ
ー
ト
。翌

年
、大
名
行
列
も
登
場

十
一月
、﹁
若
松
市
民
の
歌
﹂を
制
定

19
55

昭
和

30

一月
一日
、近
隣
の
湊
、一箕
、高
野
、神
指
、門
田
、大
戸
、東
山

の
七
村
を
編
入
合
併
。﹁
会
津
若
松
市
﹂が
誕
生
す
る

四
月
一日
、大
沼
郡
本
郷
町
小
谷
地
区
を
編
入

19
56

昭
和

31

三
月
、京
都
会
津
藩
墓
地
の
改
修
が
行
わ
れ
る

八
月
、東
山
温
泉・背
炙
り
山
に
空
中
ケ
ー
ブ
ル︵
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
︶が
完
成

19
57

昭
和

32

九
月
二
十
二
日
、会
津
若
松
市
主
催
の
戊
辰
戦
役
九
十
年

祭
。飯
盛
山
な
ど
で
戊
辰
九
十
年
殉
難
者
墓
前
祭
も

飯
盛
山
に
白
虎
隊
た
だ
一
人
の
生
存
者
、飯
沼
貞
吉
翁
の

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
る

【
昭
和
期
の
歩
み
】

戊
辰
百
年
祭
・
会
津
博
覧
会

国
の
史
跡
に
指
定
・
旧
滝
沢
本
陣

19
61

昭
和

36

九
月
、第
十
六
回
国
民

体
育
大
会
水
泳
競
技

19
63

昭
和

38

七
月
、会
津
は
ひ
と
つ
︱

会
津
二
十
八
市
町
村
に

よ
る
会
津
総
合
開
発
協

議
会
が
誕
生

19
65

昭
和

40

九
月
十
七
日
、鶴
个
城

天
守
閣
の
再
建
工
事
が

竣
工
。本
格
的
な﹁
観

光
会
津
﹂の
新
時
代
を

迎
え
る
拠
点
施
設

19
73

昭
和

48

三
月
、県
営
会
津
体
育
館︵
城
東
町
︶が
落
成

19
79

昭
和

54

九
月
二
十
二
日
、市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
式
典
。市
の

木
に﹁
ア
カ
マ
ツ
﹂を
制
定

19
71

昭
和

46

八
月
、只
見
線︵
会
津
若
松
︱
小
出
間
︶が
全
線
開
通

十
月
、国
道
４９
号
線
い
わ
き
︱
郡
山
︱
新
潟
間
が
全
線
開
通

19
72

昭
和

47

四
月
、会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
が
発
足

五
月
、大
塚
山
古
墳
が
国
史
跡
に
指
定

19
78

昭
和

53

七
月
、中
央
通
り
開
通
式

十
一月
、市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

19
82

昭
和

57

二
月
、県
営
東
山
ダ
ム
完
成

七
月
、市
下
水
浄
化
工
場
通
水
記
念
式

19
59

昭
和

34

十
二
月
、市
制
六
十
周

年
記
念
式
典

新
し
い
市
民
会
館
、中

央
公
民
館
が
落
成

19
84

昭
和

59

九
月
二
十
二
日
、秩
父
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
鶴
个
城
築

城
六
〇
〇
年
ま
つ
り
記
念
式
典

各
種
催
し
物
の
中
心
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
市
民
会
館

念
願
の
鶴
ヶ
城
天
守
閣
再
建
工
事

19
67

昭
和

42

九
月
二
十
二
日
、秩
父

宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し

明
治
戊
辰
百
年
祭
記
念

式
典
。鶴
个
城
本
丸
で

会
津
博
覧
会
な
ど
多
彩

な
記
念
行
事

市
の
花
に
あ
お
い︵
立
ち

あ
お
い
︶を
制
定

19
68

昭
和

43

五
月
、明
治
戊
辰
百
年

を
記
念
し
﹁
市
民
憲

章
﹂を
制
定
す
る

十
月
、上
野
︱
会
津
若

松
間
に
特
急﹁
あ
い
づ
﹂

が
運
行
す
る

19
70

昭
和

45

三
月
、旧
滝
沢
本
陣
が

国
の
史
跡
に
指
定

七
月
県
会
津
若
松
合
同

庁
舎
が
完
成
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【
昭
和
〜
平
成
期
の
歩
み
】

19
84

19
85

19
86

19
87

昭
和

59

昭
和

60

昭
和

61

昭
和

62

青
森
県
む
つ
市
と
姉
妹
都
市
を
締
結

市
の
鳥
に﹁
か
っ
こ
う
﹂を
制
定

八
月
六
日
、核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
を
宣
言

九
月
二
十
二
日
、会
津
若
松
市
合
併
三
十
周
年
記
念
式
典

十
月
九
日
、会
津
鬼
怒

川
線︵
野
岩
線
︶が
開
業

十
月
十
八
日
、県
立
博

物
館
が
開
館

年
末
に
大
型
ド
ラ
マ﹁
白

虎
隊
﹂が
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
る

五
月
、東
山
院
内
の
松
平
家
墓
所︵
御
廟
︶が
国
史
跡
に
指
定

七
月
、第
三
セ
ク
タ
ー
会
津
線
が
会
津
鉄
道
の
運
営
で
開
業

九
月
二
十
二
日
、会
津
若
松
市
主
催
の
戊
辰
戦
役
百
二
十
年

記
念
式
典

十
月
、大
川
ダ
ム
が
完
工

十
月
、磐
越
自
動
車

道
い
わ
き
ー
会
津
若

松
︱
新
潟
間
が
全
線

開
通

会
津
大
学
に
大
学
院

が
開
設
さ
れ
る

十
月
十
五
日
、会
津

若
松
市
市
制
施
行
百

周
年
を
祝
う

十
二
月
五
日
、史
跡

若
松
城
跡
に﹁
干

飯
櫓
﹂﹁
南
走
長

屋
﹂が
復
元

ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス﹁

ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
﹂運
行

開
始
す
る

あ
い
づっ
こ
宣
言
﹂制
定

松
平
家
墓
所
が
国
の
史
跡
に
指
定

﹁
干
飯
櫓
﹂﹁
南
走
長
屋
﹂
が
復
元

19
90

19
92

19
93

19
94

19
95

平
成

2

平
成

4

平
成

5

平
成

6

平
成

7

九
月
、茶
室﹁
麟
閣
﹂

鶴
个
城
本
丸
に
移
築

十
月
、磐
越
自
動
車
道
郡

山
︱
会
津
若
松
︱
坂
下

間
が
開
通

四
月
、会
津
大
学
が
開

学
。全
国
に
例
の
な
い
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
理
工
学

部
を
持
つ
県
立
大
学

六
月
、會
津
風
雅
堂
が

開
館

四
月
、飯
盛
山
の
白
虎

隊
霊
域
整
備
事
業
が
完

工︵
会
津
弔
霊
義
会
︶

十
月
、第
五
十
回
国
民

体
育
大
会
。会
津
若
松

市
で
は
六
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
四
競
技
を

開
催

20
04

平
成

16

十
一月
一日
、北
会
津
村
を
編
入
合
併

20
06

平
成

18

会
津
ナ
ン
バ
ー
誕
生

20
08

平
成

20

戊
辰
百
四
十
周
年
記
念
事
業
を
行
う

20
11

平
成

23

三
月
十
一日
、東
日
本
大
震
災
で
県
内
や
郷
土
会
津
に
も
大

き
な
被
害
。直
後
の
原
発
事
故
で
県
内
の
約
二
十
万
人
が

避
難
。

20
13

平
成

25

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ﹁
八
重
の
桜
﹂放
映

20
15

平
成

27

鶴
个
城
天
守
閣
再
建
五
十
周
年
を
迎
え
る

20
18

平
成

30

戊
辰
一五
〇
周
年
を
迎
え
、記
念
式
典
や
記
念
事
業
を

開
催
す
る

20
05

平
成

17
十
一月
一日
、河
東
町
を
編
入
合
併

京
都
会
津
墓
地
の
慰
霊
百
周
年
を
迎
え
、第
一
〇
〇
回
記

念
法
要
。鳥
羽
伏
見
の
戦
死
者
な
ど
を
永
代
供
養
。京
都

墓
地
の
改
修
も
行
わ
れ
る

茶
室
﹁
麟
閣
﹂
を
鶴
ヶ
城
本
丸
に
移
築

19
97

19
99

20
00

20
01

平
成

9

平
成

11

平
成

12

平
成

13

20
02

平
成

14

会
津
ナ
ン
バ
ー
誕
生

会
津
大
学
が
開
学

磐
越
自
動
車
道
開
通
の
様
子




